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令和6年度　世田谷区危機管理部災害対策課１. 代沢地区の特性

(1)自然特性

位置

面積 1.03 K㎡ 21.3 m最高標高 43.1 m 最低標高

標高・急傾斜地崩壊危険度・土砂災害警戒区域等

急傾斜地崩壊危険度

標高(m)

　　　　　　　（－264－）代沢－1　　　　　　　　



(2)社会特性

人口 17,308 人 ％

世帯数 9,957 世帯 昭和56年以前木造建物棟数密度 65.4 棟/K㎡

若年層数(15才未満) 1,751 人 土地利用(宅地) 76.0 ％

１世帯あたり 1.74 人 耐火率(建築面積ベース) 58.1 ％

細街路率 42.2

高齢者数(65才以上) 3,497 人
鉄道駅 京王井の頭線池ノ上駅

高齢者率(65才以上) 20.2 ％

若年層率(15才未満) 10.1 ％ 土地利用(宅地以外) 24.0 ％

0.0 ％

町会・自治会数 7 -

産
業

商業 91.8

昼夜間人口比

％

夜間の人口 18,021 人 工業 8.2 ％

昼間の人口 14,636 人

0.81 - 農業

道路・公共交通機関

道路（幅員）

鉄道

　　　　　　　（－265－）代沢－2　　　　　　　　



(2)社会特性

産業

用途

　　　　　　　（－266－）代沢－3　　　　　　　　



火災危険度

(3)地域危険度

建物倒壊危険度

建物倒壊危険度

火災危険度

　　　　　　　（－267－）代沢－4　　　　　　　　



半壊棟数 261 棟 負傷者 158 人

(4)被害想定

全壊棟数 93 棟 死者 14 人

震度分布

液状化分布

全焼棟数(倒壊建物含まず) 593 棟 うち重傷者 27 人

液状化危険度

震度

　　　　　　　（－268－）代沢－5　　　　　　　　



(4)被害想定

被害棟数分布

全壊・半壊・

焼失棟数（棟）

　　　　　　　（－269－）代沢－6　　　　　　　　



浸水想定（多摩川洪水版）

(4)被害想定

浸水想定（内水氾濫・中小河川洪水版）

浸水の深さ

浸水の深さ

　　　　　　　（－270－）代沢－7　　　　　　　　



福祉避難所（母子）

福祉避難所（障害者）

代沢小学校

水害時避難所（第1次）

水害時避難所（第2次）

避難所救護所

(5)防災資源一覧

広域避難場所 駒場地区　駒場東大一帯　太子堂円泉ヶ丘公園・三宿の森緑地一帯

ボランティアマッチングセンター

緊急医療救護所

一時滞在施設 東洋ドライルーブ㈱

一時集合所
区立シモキタ雨庭広場　代沢せせらぎ公園　代沢四丁目広場　代沢小学校　池
之上小学校　池之上青少年交流センター　富士中学校　北沢川緑道　北沢八幡
児童遊園

指定避難所 代沢小学校　池之上小学校　富士中学校

福祉避難所（高齢者）

予備避難所 駒場学園　北澤八幡神社

東京都災害拠点病院

東京都災害拠点連携病院

一時避難施設（車中避難） ヶ所

土砂災害時避難所 池之上青少年交流センター

5 ヶ所 防災行政無線塔

消防署・出張所

4 ヶ所 緑地 0

野川・仙川洪水時避難所

ヶ所

輸送拠点

給水拠点

広域用防災倉庫

土のうステーション 代沢まちづくりセンター　池之上青少年交流センター

警察署・交番 淡島通交番

帰宅困難者支援施設 0

マンホールトイレ

　　　　　　　（－271－）代沢－8　　　　　　　　



世田谷区洪水・内水氾濫ハザードマップ（多摩川洪水版、内水氾濫・中小河川洪水版）令和6年7月発行
世田谷の土地利用2021　世田谷区土地利用現況調査

世田谷区の町丁目別人口と世帯数　令和6年3月1日
世田谷区の年齢別人口　令和6年3月1日

令和2年国勢調査による 東京都の昼間人口（従業地・通学地による人口）第11表

(6)防災資源マップ

世田谷区防災マップデータ　令和6年3月
首都直下地震等による東京の被害想定　報告書　令和4年5月25日
地域危険度一覧表（地震に関する地域危険度測定調査［第9回］）　令和4年9月

世田谷区GISオープンデータ

出典
世田谷区土砂災害ハザードマップ　令和6年7月発行

　　　　　　　（－272－）代沢－9　　　　　　　　



(7)区民アンケート（代沢地区）

　このアンケートは、今後の区内各地域及び地区における災害関連施策の検討や取組みに活用することを
目的として、令和６年度に災害対策課が実施した「在宅避難支援事業（防災カタログギフト）」に合わせて
行ったものである。
　なお、以下に記載している回答集計結果は、カタログギフト申込者のうち、ＷＥＢで申し込みをした区民
へ任意での回答を依頼し、令和６年８月９日から９月８日までに回収できた分である。

単純集計(1/5）

居住形態

【１】あなたはマンションなどの集合住宅にお住まいですか。

水や食料の備蓄状況

【２】あなたのご家庭では、災害に備えて水や食料は何日分備蓄していますか。

集合住宅

67.4%

(773件)

集合住宅

以外

32.3%

(370件)

無回答

0.3%

(4件)

n=1,147

居住形態（単数回答）

１～２日分

28.2%

(323件)

３日分

30.3%

(348件)

４～６日分

16.0%

(183件)

１週間分以上

8.5%

(98件)

水や食料の備

蓄はしていない

16.5%

(189件)

無回答

0.5%

(6件)

n=1,147

水や食料の備蓄状況（単数回答）

　　　　　　　（－273－）代沢－10　　　　　　　　



震度６強の地震発生時の避難行動

【３】震度６強の大きな地震が発生した場合、どのような避難行動をとりますか。

(7)区民アンケート（代沢地区）

単純集計(2/5）

小中学校など地域

の避難所に行く

26.6%

(305件)

自宅が無事で危険がな

ければ自宅に留まる

（在宅避難）

67.0%

(769件)

危険がない家族

や親戚・友人の

家に避難する

（縁故避難）

3.7%

(42件)

自身で宿泊施設等を

確保して避難する

（自主避難）

0.6%

(7件)

その他（考えて

いないなど）

1.6%

(18件) 無回答

0.5%

(6件)

n=1,147

震度６強の地震発生時の避難行動（単数回答）

　　　　　　　（－274－）代沢－11　　　　　　　　



(7)区民アンケート（代沢地区）

単純集計(3/5）

災害時の心配ごと

【４】災害が起こった場合、どのようなことが心配ですか。

79.7%(914件)

64.1%(735件)

62.2%(713件)

60.5%(694件)

57.8%(663件)

54.4%(624件)

43.8%(502件)

42.5%(487件)

42.4%(486件)

40.5%(464件)

36.7%(421件)

35.5%(407件)

23.6%(271件)

22.7%(260件)

22.0%(252件)

19.9%(228件)

18.0%(206件)

14.2%(163件)

10.3%(118件)

0.3%(4件)

1.0%(11件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族の安否

食料、飲料水、生活必需品の不足

トイレなどの衛生環境

生活用水の不足

電気、水道、ガスなどのライフラインの停止

自宅や避難所での被災生活

携帯電話を含む通信の不通

電力不足

地震による火災

外出先からの帰宅困難

健康管理

建物被害

道路や交通機関の被害や混乱

行政や国の支援体制

災害状況などの情報入手の困難

タンス、冷蔵庫など家具類の転倒

SNS 等によるデマ情報の拡散

ペットに関すること

地域の方との助け合い不足

あてはまるものはない

無回答

n=1,147

災害時の心配ごと（複数回答）

　　　　　　　（－275－）代沢－12　　　　　　　　



【５】区では、震災時に自宅が安全であれば、そのまま自宅で避難生活を送る「在宅避難」を推奨しています。在宅避難
をするためには、どのようなことが必要だと思いますか。

(7)区民アンケート（代沢地区）

単純集計(4/5）

在宅避難をするために必要だと思うこと

89.9%(1,031件)

75.2%(863件)

64.3%(737件)

61.8%(709件)

53.0%(608件)

51.2%(587件)

42.6%(489件)

41.2%(472件)

33.3%(382件)

29.9%(343件)

29.6%(340件)

29.3%(336件)

22.9%(263件)

13.4%(154件)

0.3%(3件)

1.9%(22件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食料、飲料水、生活必需品の確保

生活用水の確保

トイレなどの衛生環境対策

電気、水道、ガスなどのライフライン供給

電力確保（可搬型バッテリーなど）

携帯電話を含む通信環境の確保

耐震性の高い住宅

健康管理（常備薬の確保など）

災害状況などの情報入手

行政や国の支援体制

感震ブレーカー設置などの火災発生防止対策

タンス、冷蔵庫など家具類の転倒防止対策

地域の方との助け合い

ペット用品の確保

あてはまるものはない

無回答

n=1,147

在宅避難をするために必要だと思うこと（複数回答）

　　　　　　　（－276－）代沢－13　　　　　　　　



(7)区民アンケート（代沢地区）

単純集計(5/5）

災害時にできる住民同士の支援

【６】災害時に地域や近所の住民同士でどのような支援（手助け）ができると思いますか。

防災訓練や防災教室への参加意向

【７】どのようなことがあれば、世田谷区が実施している防災訓練や防災教室に参加しようと思いますか。

67.0%(768件)

54.0%(619件)

52.8%(606件)

49.3%(566件)

42.8%(491件)

41.2%(473件)

23.1%(265件)

18.0%(206件)

11.2%(129件)

1.9%(22件)

2.9%(33件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安否確認（「大丈夫ですか」などの声かけ）

物資を運ぶ手助け

プライバシーを守りつつ情報の共有

（災害状況や避難情報など）

避難の手助け

消火活動の手助け

高齢者や身体の不自由な方などの

支援を必要とする人の手助け

介助や応急手当

一時的な保護・預かり

地域や近所と協力し合う関係性ではない

あてはまるものはない

無回答

n=1,147

災害時にできる住民同士の支援（複数回答）

47.3%(543件)

40.5%(465件)

38.4%(441件)

30.1%(345件)

26.9%(309件)

16.2%(186件)

15.0%(172件)

3.8%(44件)

9.2%(106件)

3.3%(38件)

0% 20% 40% 60%

実施日や内容の周知・啓発

参加しやすい時間

アクセスしやすい場所

個人でも参加しやすい

オンラインでの参加が可能

親子や子どもが参加しやすい内容

記念品（ノベルティグッズ）がもらえる

子どもを預かるサービスがある

あてはまるものはない

無回答

n=1,147

防災訓練や防災教室への参加意向（複数回答）
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水や食料の備蓄状況

【２】あなたのご家庭では、災害に備えて水や食料は何日分備蓄していますか。

震度６強の地震発生時の避難行動

【３】震度６強の大きな地震が発生した場合、どのような避難行動をとりますか。

(7)区民アンケート（代沢地区）

クロス集計(1/4）

29.0%

(224件)

26.8%

(99件)

28.7%

(222件)

33.8%

(125件)

13.3%

(103件)

21.6%

(80件)

7.8%

(60件)

10.0%

(37件)

20.7%

(160件)

7.3%

(27件)

0.5%

(4件)

0.5%

(2件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集合住宅

（n=773）

集合住宅以外

（n=370）

【居住形態別】 水や食料の備蓄状況（単数回答）

１～２日分 ３日分

４～６日分 １週間分以上

水や食料の備蓄はしていない 無回答

29.4%

(227件)

21.1%

(78件)

63.4%(490件)

74.9%(277件)

4.4%

(34件)

2.2%

(8件)

0.8%

(6件)

0.3%

(1件)

1.7%

(13件)

1.4%

(5件)

0.4%

(3件)

0.3%

(1件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集合住宅

（n=773）

集合住宅以外

（n=370）

【居住形態別】 震度６強の地震発生時の避難行動（単数回答）

小中学校など地域の避難所に行く

自宅が無事で危険がなければ自宅に留まる（在宅避難）

危険がない家族や親戚・友人の家に避難する（縁故避難）

自身で宿泊施設等を確保して避難する（自主避難）

その他（考えていないなど）

無回答
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(7)区民アンケート（代沢地区）

クロス集計(2/4）

災害時の心配ごと

【４】災害が起こった場合、どのようなことが心配ですか。

74.8%(578件)

64.6%(499件)

61.1%(472件)

60.8%(470件)

55.8%(431件)

54.9%(424件)

42.9%(332件)

41.4%(320件)

38.8%(300件)

38.2%(295件)

33.1%(256件)

31.6%(244件)

21.9%(169件)

21.0%(162件)

19.9%(154件)

18.8%(145件)

17.6%(136件)

11.5%(89件)

10.2%(79件)

0.4%(3件)

1.0%(8件)

90.3%(334件)

63.2%(234件)

64.6%(239件)

60.0%(222件)

62.2%(230件)

53.5%(198件)

45.4%(168件)

44.6%(165件)

43.8%(162件)

51.1%(189件)

44.1%(163件)

43.5%(161件)

27.3%(101件)

24.1%(89件)

28.4%(105件)

21.9%(81件)

18.9%(70件)

19.7%(73件)

10.3%(38件)

0.3%(1件)

0.3%(1件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族の安否

食料、飲料水、生活必需品の不足

トイレなどの衛生環境

生活用水の不足

電気、水道、ガスなどのライフラインの停止

自宅や避難所での被災生活

携帯電話を含む通信の不通

電力不足

外出先からの帰宅困難

地震による火災

健康管理

建物被害

道路や交通機関の被害や混乱

災害状況などの情報入手の困難

行政や国の支援体制

タンス、冷蔵庫など家具類の転倒

SNS 等によるデマ情報の拡散

ペットに関すること

地域の方との助け合い不足

あてはまるものはない

無回答

【居住形態別】災害時の心配ごと（複数回答）

集合住宅

（n=773）

集合住宅以外

（n=370）
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クロス集計(3/4）

在宅避難をするために必要だと思うこと

【５】区では、震災時に自宅が安全であれば、そのまま自宅で避難生活を送る「在宅避難」を推奨しています。在宅避難
をするためには、どのようなことが必要だと思いますか。

(7)区民アンケート（代沢地区）

89.7%(693件)

73.1%(565件)

61.2%(473件)

59.6%(461件)

50.8%(393件)

48.5%(375件)

40.1%(310件)

37.6%(291件)

30.4%(235件)

28.1%(217件)

25.9%(200件)

25.5%(197件)

20.4%(158件)

10.9%(84件)

0.4%(3件)

2.2%(17件)

91.1%(337件)

80.3%(297件)

71.1%(263件)

66.5%(246件)

57.8%(214件)

56.8%(210件)

48.1%(178件)

48.6%(180件)

39.7%(147件)

34.1%(126件)

36.5%(135件)

38.4%(142件)

28.4%(105件)

18.9%(70件)

-

0.8%(3件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食料、飲料水、生活必需品の確保

生活用水の確保

トイレなどの衛生環境対策

電気、水道、ガスなどのライフライン供給

電力確保（可搬型バッテリーなど）

携帯電話を含む通信環境の確保

耐震性の高い住宅

健康管理（常備薬の確保など）

災害状況などの情報入手

行政や国の支援体制

タンス、冷蔵庫など家具類の転倒防止対策

感震ブレーカー設置などの火災発生防止対策

地域の方との助け合い

ペット用品の確保

あてはまるものはない

無回答

【居住形態別】在宅避難をするために必要だと思うこと（複数回答）

集合住宅

（n=773）

集合住宅以外

（n=370）
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(7)区民アンケート（代沢地区）

クロス集計(4/4）

災害時にできる住民同士の支援

【６】災害時に地域や近所の住民同士でどのような支援（手助け）ができると思いますか。

防災訓練や防災教室への参加意向

【７】どのようなことがあれば、世田谷区が実施している防災訓練や防災教室に参加しようと思いますか。

46.1%(356件)

39.6%(306件)

36.9%(285件)

32.3%(250件)

26.9%(208件)

15.9%(123件)

12.5%(97件)

3.9%(30件)

9.6%(74件)

3.9%(30件)

50.3%(186件)

42.7%(158件)

41.9%(155件)

25.7%(95件)

27.3%(101件)

13.2%(49件)

23.8%(88件)

3.8%(14件)

8.6%(32件)

1.6%(6件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施日や内容の周知・啓発

参加しやすい時間

アクセスしやすい場所

個人でも参加しやすい

オンラインでの参加が可能

記念品（ノベルティグッズ）がもらえる

親子や子どもが参加しやすい内容

子どもを預かるサービスがある

あてはまるものはない

無回答

【居住形態別】防災訓練や防災教室への参加意向（複数回答）

集合住宅

（n=773）

集合住宅以外

（n=370）

62.7%(485件)

53.2%(411件)

51.6%(399件)

48.0%(371件)

38.9%(301件)

37.1%(287件)

20.7%(160件)

15.8%(122件)

12.8%(99件)

2.2%(17件)

3.5%(27件)

75.9%(281件)

55.7%(206件)

55.7%(206件)

52.2%(193件)

50.8%(188件)

49.7%(184件)

28.1%(104件)

22.2%(82件)

8.1%(30件)

1.4%(5件)

1.1%(4件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安否確認（「大丈夫ですか」などの声かけ）

物資を運ぶ手助け

プライバシーを守りつつ情報の共有（災害状況

や避難情報など）

避難の手助け

消火活動の手助け

高齢者や身体の不自由な方などの支援を必要

とする人の手助け

介助や応急手当

一時的な保護・預かり

地域や近所と協力し合う関係性ではない

あてはまるものはない

無回答

【居住形態別】災害時にできる住民同士の支援（複数回答）

集合住宅

（n=773）

集合住宅以外

（n=370）
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 ２　各団体の防災活動～現在の取組状況～

数
量

場
所

下代田東町会 38 ○
下代田東町会
防災部

6 ○ ○ 3 町会内

代沢２丁目北町会 10 ○ 防災会議 2 ○ ○ 2
池小町会防災倉
庫、池之上青少
年交流センター

代沢中町会 47 ○
代沢中町会防
災会議

3 ○ ○ 3
代沢中町会防災
倉庫

下代田西町会 5 ○
下代田西町会
防災会議

2 ○ ○ 3 防災倉庫他

代沢４丁目西町会 4 ○ ○ ○ 4 町会内適宜

代沢五丁目町会 8 ○
代沢五丁目町
会防災懇談会

1 ○ ○ 4 町会内

代沢５丁目東町会 7 ○
代沢５丁目東町
会防災部会

1～
2

○ ○ 1
代沢５丁目東町
会防災公庫

消火資機材の配備

団体名

防
災
担
当
者
数

防災に関する会議
防災活動、

資機材配備等
の実施

実
施
し
て
い
る

実
施
し
て
い
な
い

会議名

実
施
回
数

（
年
間

）

実
施
し
て
い
る

実
施
し
て
い
な
い

配
備
し
て
い
る

配
備
し
て
い
な
い

スタンドパイプ
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下代田東町会

代沢２丁目北町会

代沢中町会

下代田西町会

代沢４丁目西町会

代沢五丁目町会

代沢５丁目東町会

団体名

数
量

場
所

数
量

場
所

名
称

場
所

回
数

実
施
場
所

1
町会防災倉
庫

30 町会内 発電機
町会防災倉
庫

○ 2
地区会館
富士中避難所

3
池小町会防
災倉庫

複
数

町会内
テント
ブリキバ
ケツ

町会防災倉
庫

○ 1
東電寮広場
池之上小避難所

防災用水
槽
ブリキバ
ケツ

代沢中町会
防災倉庫

○ 3
北沢八幡神社境
内、児童遊園、富
士中避難所

1 防災倉庫 3
町会専
用防災
倉庫

発電機
テント
(3)

防災倉庫 ○ 3
せせらぎ公園
町内
代沢小避難所

○ 2
北沢川緑道
代沢小避難所

○ 3
町内
代沢小避難所

2

代沢５丁
目東町
会防災
倉庫

○
１
～
2

代沢小避難所

消火資機材の配備 防災訓練等の実施

Ｄ型ポンプ 消火器 その他

実
施
し
て
い
る

実
施
し
て
い
な
い

防災訓練
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下代田東町会

代沢２丁目北町会

代沢中町会

下代田西町会

代沢４丁目西町会

代沢五丁目町会

代沢５丁目東町会

団体名

回
数

実
施
場
所

訓
練
名
称

実
施
場
所

一
時
集
合
所

広
域
避
難
場
所

避
難
所

街
路
消
火
器

防
火
水
槽

震
災
用
井
戸

消
火
栓

1 地区会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

避難所
運営訓
練見学

富士中学
校

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鎮守の
杜の防
災フェス

北澤八幡
神社、北
沢八幡児
童遊園

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

放水訓
練

せせらぎ
公園他

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

放水or
救命救
急訓練

緑道 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

防災訓練等の実施 防災マップ

掲載情報その他

作
成
済

作
成
中

作
成
検
討
中

作
成
予
定
な
し

救命救急講習会
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下代田東町会

代沢２丁目北町会

代沢中町会

下代田西町会

代沢４丁目西町会

代沢五丁目町会

代沢５丁目東町会

団体名

防災マップ

掲載情報

その他

スタンドパイプ置
場

1 2 ○ ○

AED、病院 2 1 ○ ○

AED、防災倉庫、
給水拠点、(英語
版)

1 1 ○ ○

AED、病院 1 3 ○ ○

AED、スタンドパ
イプ、防災倉庫、病
院、公衆電話、浸
水危険区域

○ ○ ○ ○

AED、裏面英語版 1 ○ ○ ○ ○

AED、スタンドパ
イプ、防災倉庫、防
災無線（２次元
コード、裏面英語
版）

1 ○ ○ ○

防災士等の数

他
団
体
と
の
連
携

協
定
締
結

特
に
な
し

連携先
・内容

協定先
・内容

締
結
し
て
い
る

検
討
中
で
あ
る

災害時連携・協定
（区を除く）

避難行動要
支援者協定

予
定
は
な
い

防
災
士

把
握
し
て
い
な
い

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

把
握
し
て
い
な
い
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下代田東町会

代沢２丁目北町会

代沢中町会

下代田西町会

代沢４丁目西町会

代沢五丁目町会

代沢５丁目東町会

団体名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○
防災・防犯部員の災害時
活動心得

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○
※対
象者
なし

○

防災活動に関するマニュアル
（避難所運営マニュアルを除く）

日
頃
か
ら
の

見
守
り
活
動

避
難
行
動

要
支
援
者
体
験

その他

特
に
実
施

し
て
い
な
い

簡
易
無
線

連
絡
網
の

作
成
・
整
備

その他

策
定
済
み

策
定
中

検
討
中

予
定
な
し

名称

避難行動要支援者対策 連絡手段の確保
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下代田東町会

代沢２丁目北町会

代沢中町会

下代田西町会

代沢４丁目西町会

代沢五丁目町会

代沢５丁目東町会

団体名

○ 1 1 1 20 1 1
ガスボ
ンベ、
発電機

下代田東
町会防災
倉庫

○ 1 1 1 5

1
※
油
圧
式

代沢２丁目
北町会防
災倉庫

○ 1 6 3 50 3

5
※
油
圧
式

代沢中町
会防災倉
庫

○ 1 1 1 2 5 2
ガスボ
ンベ、
発電機

下代田西
町会倉庫

○ 1 1 7 1

○ 1 2 1 1 12 2 3 1 1

2
※
油
圧
式

1
代沢五丁
目町会倉
庫

○ 1 1 7 1 1 1

1
※
油
圧
式

1
ロープ
2

代沢５丁目
東町会防
災倉庫

その他 保管場所

救出救助に係る資機材の配備

手
お
の

の
こ
ぎ
り

ジ
ャ
ッ
キ

両
口
ハ
ン
マ
ー

バ
ー
ル

ス
コ
ッ
プ

配
備
し
て
い
る

は
し
ご

配
備
し
て
い
な
い

リ
ア
カ
ー

ツ
ル
ハ
シ

脚
立

担
架

救
急
セ
ッ
ト

ヘ
ル
メ
ッ
ト

救
助
工
具
セ
ッ
ト
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下代田東町会

代沢２丁目北町会

代沢中町会

下代田西町会

代沢４丁目西町会

代沢五丁目町会

代沢５丁目東町会

団体名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○

（LED強力
ライト）

1 1 1

○ 100 12 ○ ○ ○

○
（スタンド
式灯光器

2基）

4

○ 2 2 2

○ 2

○ 150 100 16 60 1 16

○ ○ ○ ○

○
（ヘッドラ
イト、LED
強力ライ

ト）

○ ○

非
常
用
ト
イ
レ

照
明

発
電
機

給
水
タ
ン
ク

そ
の
他

災
害
用
食
料

備
蓄
し
て
い
な
い

備
蓄
し
て
い
る

ア
ル
フ
ァ
米

蓄
電
池
セ
ッ
ト

ビ
ス
ケ
ッ
ト

・
乾
パ
ン

お
か
ゆ

飲
料
水

缶
詰
類

レ
ト
ル
ト
食
品
類

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

食糧等の備蓄

　　　　　　　（－288－）代沢－25　　　　　　　　



下代田東町会

代沢２丁目北町会

代沢中町会

下代田西町会

代沢４丁目西町会

代沢五丁目町会

代沢５丁目東町会

団体名

下代田東町会防災倉庫

災害時炊き出し用
釜、飯ごう多数

池之上小内町会防災倉庫 町会住民

災害時炊き出し用釜
（８kg用）３升、災害
時用仮設トイレ

代沢中町会防災倉庫

下代田西町会倉庫

代沢五丁目町会倉庫
代沢五丁目町会
管轄住民

ポット、湯飲み、浄水
ストロー

代沢５丁目東町会防災倉
庫、会長宅敷地内

町会会員世帯

備蓄品
配布先

その他 保管場所

食糧等の備蓄

その他の防災活動
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３ 代沢地区の課題と取り組み 

 

課題１ 自助の取り組みの強化 ～自分や家族の命を守るために～  

■意見 

・自宅の耐震化や家具の転倒防止対策の意識がまだ低い。 

・家庭での備蓄が徹底されていない。 

・木造密集地域では、火事を出さないための対応策が必要である。 

 

■地区としての今後の取り組みの方向性 

・自宅の耐震化や家具の転倒防止について周知していく。 

・家庭での備蓄物品の推進をＰＲしていく。 

・家庭用消火器や感震ブレーカーの設置を推進する。 

 

■各団体の今後の取り組みの方向性 

・町会だよりに防災コーナーを設け、テーマを決めてＰＲしていく。（下代田東町会） 

・家具の転倒防止について、町会費の集金などの際に班長を通して周知していく。 (下 

代田東町会)  

・町内の防犯パトロール車（青パト車）を広報車としても利用して、防災の PR（備蓄品、 

消火器共同購入、自宅の耐震化、防災行事開催案内等）をする。（下代田東町会） 

・家族内の取り決めや備蓄品チェックといった呼びかけを検討する。（代沢２丁目北町 

会） 

・飲料水の確保、伝染病予防の衛生面の取り組みの必要性について、呼びかけていく。 

（代沢２丁目北町会） 

・防災グッズの配布や、商店会の街路灯に標語を掲示するなど、ＰＲを継続して実施し 

ていく。（代沢２丁目北町会）  

・防犯カメラの設置をきっかけとして安全意識を高めていく。（代沢２丁目北町会） 

・防災用備蓄品のあっせんや、家庭用消火器の下取りと更新を行っていく。（代沢２丁目 

北町会） 

・町会の子ども会などで備蓄品の情報などを、子ども達に伝えることによって、若い父 

母の世代に周知を図っていく。（代沢中町会） 

・防災用品、備蓄品等の共同購入をする仕組みを、代沢地区として考えたい。（代沢中 

町会） 

・各家庭での家具の転倒防止や備蓄品、消火器の設置を町会回覧などで繰り返し呼び 

かけていく。（下代田西町会） 

・町会で備蓄物品購入のアンケートを行い、共同購入する仕組みを考えたい。（下代田 

西町会） 

・区の「家具転倒防止器具の取付支援」の利用が進むよう、職員が訪問する際に必要な 

方へパンフレットをお渡ししていきたい。（あんしんすこやかセンター） 
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課題２ 共助の取り組みの強化 ～担い手・協力者を増やすために～  

■意見 

・隣同士の付き合いが希薄になってきている。特に若い世代の交流がない。 

・代沢地区は、昼間の若年人口が少ない。支援者となる人手が不足する。 

・安否確認や避難所運営の役割を担う町会構成員の高齢化が懸念される。 

・地区内の事業所や私立学校との連携が希薄である。 

  

■地区としての今後の取り組みの方向性 

・若い世代へ働きかけ、いざという時の担い手を増やしていく。 

・地区内の事業者や学校、地域団体との連携を考える。 

 

■各団体の今後の取り組みの方向性 

・駒場学園高校と合同で防災訓練を行えるように検討するなど、地元の企業や高校と 

訓練や備蓄倉庫の共有などを働きかけていく。（下代田東町会） 

・集合住宅の住民に、町会員であるという意識を啓発していく。（下代田東町会） 

・納涼祭に起震車やまちかど防災車を呼ぶなど、町会の事業に防災の要素を取り入れ、 

多世代にアプローチできるプランを考えていく。（下代田東町会） 

・町会の青年部に防災の担い手として取組んでもらうよう働きかけていく。(下代田東 

町会) 

・小学生・中学生にも参加してもらえるような防災訓練を目指していく（代沢２丁目北町 

会） 

・防災訓練に小中学生、特に高校生の参加を呼びかけていく。（代沢２丁目北町会） 

・町会の歳末パトロールに高校生の参加を検討する。（代沢２丁目北町会） 

・人材確保の手段として非常時の役員制度を採用し、町会に理解のある若い人を非常 

勤役員として登録した。さらに、いざという時に若い世代の父母に活動してもらう取 

り組みを広げたい。（代沢中町会） 

・子供会の活動に防災訓練の要素を盛り込み、保護者への啓発に取り組んでいく（代沢 

中町会） 

・中学生、高校生が防災訓練に参加してもらえるような工夫をしていく。（代沢中町会） 

・増えている外国人居住者に対し町会加入を促すとともに、外国人向けの多言語版の 

防災マップを作成して災害時の担い手を増やしていく。（代沢中町会） 

・新しいマンションの住人へは、管理組合と連携してアプローチしていく。（代沢中町会） 

・町会のホームページを立上げ、防災情報を提供できるようにする。（代沢中町会） 

・「防災訓練」として人を集めるのではなく、お祭りや資源回収など人が集まるイベント 

とコラボして若い人たちを上手く巻き込んで行きたい。（下代田西町会） 

・昼間の発災直後の協力者として、地区内にある企業との交流を進める。（代沢４丁目 

西町会） 

・スタンプラリーなどのイベントに防災の要素を取り入れ、まちの魅力を親子で発見し 
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ながら、楽しんで防災意識を向上させるプランを考えたい。（代沢４丁目西町会） 

・町会として発災時防災訓練を実施するとき、商店街や PTA に声をかける。（代沢五丁 

目町会） 

・町会が主催する座談会など、様々な年代の人が気軽に参加してもらえる機会をつくり 

支援者を募っていく。（代沢五丁目町会） 

・防災訓練の際は、集まった参加者に、その場でボランティアとして訓練の役割を担っ 

てもらうようにする。（代沢五丁目町会） 

・町会の限られたブロックで訓練を行うことや、Facebook 等の SNS を利用して情報 

発信するなど、防災訓練を身近に感じてもらい参加者が増えるように工夫していく。 

（代沢五丁目町会） 

・町内にあるビルの管理者や保育園と共同で防災訓練を実施するなど、発災時の連携・ 

協力について協議していく。（代沢５丁目東町会） 

・町会合同の防災訓練を実施している。（代沢五丁目町会、代沢５丁目東町会） 

 

課題３ 安否確認と避難行動要支援者対策 ～命を救うために～ 

■意見 

・避難行動要支援者協定を結んでいるが、本当に支援が必要と思われる人が手をあげ 

ているか不安がある。 

・避難行動要支援者の情報を様々な団体が個別に把握している。いざという時の連携 

が明確でない。 

・災害発生時の避難行動要支援者の具体的な担当が決まっていないところもある。 

・災害発生直後は、全ての人が避難行動要支援者となる可能性がある。ご近所同士の 

安否確認の方法について考える必要がある。 

 

■地区としての今後の取り組みの方向性 

・避難行動要支援者とは、平時から顔の見える関係を築いていく。 

・いざという時の団体同士の連携について検討を行う。 

・災害発生時の安否確認の方法について、担当やエリアなどを含めた具体的な取り決 

めを検討する。 

・安否確認の協力者・支援者を確保する。 

 

■各団体の今後の取り組みの方向性 

・避難行動要支援者と普段からの繋がりの中で信頼関係を築き、緊急時に必要な情報 

を把握していく。（全町会） 

・平時からの見守りを今後もしっかり続けていく。（全町会） 

・避難行動要支援者の近所の方に協力をお願いしていく。（代沢中町会） 

・災害発生時の安否確認が迅速に行われるよう、玄関への表示物の掲示などの方法を、 

区全体のとり組みとなるよう提案していく。（代沢中町会） 
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・防犯パトロールのメンバーによる要配慮者への訪問活動を続けていく。（下代田東町 

会、代沢 4 丁目西町会、代沢５丁目東町会） 

・要支援者対策について各団体と話し合える機会を設けていく。（あんしんすこやかセ 

ンター、社会福祉協議会、民生・児童委員協議会、まちづくりセンター） 

  

課題４ 初期消火と救出救助 ～命を救うために～  

■意見 

・災害発生時、自分や家族の安全が確保できれば、近隣の人たちの命を救うために、倒 

壊家屋からの救出や初期消火という意識を育てる必要がある。 

・スタンドパイプは誰もがすぐに使えるという状況ではない。鍵を開けられる人や操作 

できる人が限定されている。 

・救出救助を行うための機材の配備場所を知らない人が多い。取扱い方法もわからな 

い。 

・初期消火や救出救助活動は一人ではできない。チームでの対応が必要である。 

 

■地区としての今後の取り組みの方向性 

・消火器やスタンドパイプなどの消火器具を充実させ、設置場所や取扱い方法を周知し 

ていく。 

・救出救助器具の配備を充実させ、配備場所や取扱い方法を周知していく。 

・初期消火や救出救助の担い手を確保する。 

 

■各団体の今後の取り組みの方向性 

・消火器具の取扱い訓練を行い、人材を育成していく。（全町会） 

・救出救助器具の取扱い訓練を行い、人材を育成していく。（全町会）  

・学校行事やイベントの中で、消火器具や救助器具、救命法について学ぶ機会を設ける 

ように働きかけていく。（下代田東町会） 

・町会主催イベントの人が多く集まる機会に耐震訓練、消火器訓練を引き続き繰り返し 

行う。（下代田東町会） 

・池之上小避難所運営訓練でのスタンドパイプ操作訓練は、参加者に人気があるので、 

改築工事後も継続して実施したい。（代沢２丁目北町会） 

・防災教室などを開催し、町内の防災意識向上を図るため、その方法、手段を検討する。 

（代沢２丁目北町会） 

・防犯パトロールなどの機会を利用して、街路消火器のチェックや消火栓の位置の確認 

を行う。（代沢４丁目西町会） 

・ビル所有者が防災訓練を行うとき、町会も一緒に加わり、訓練を実施することによっ 

て人材育成につなげたい。（代沢５丁目東町会） 
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課題５ 避難行動と避難場所の周知 ～助かった命を守るために～  

■意見 

・代沢地区の地形はアップダウンが多く、急な上り坂や階段など、車いすでは通行でき 

ない所もある。道幅も狭く、行き止まりも多い。 

・住宅街のため、公園や広場等のスペースが少なく、一時集合所の確保が難しい。 

・在宅避難者に対して、情報や食料などを提供する仕組みがない。 

・正確な情報を把握するための手段の周知が必要である。 

 

■地区としての今後の取り組みの方向性 

・避難所の場所や避難ルートの周知を図っていく。 

・一時集合所の確保を進める。 

・在宅避難者等に対する支援について検討する。 

・正確な情報を把握するためのツールの周知を図る。 

 

■各団体の今後の取り組みの方向性 

・町会内の施設等に声をかけ、一時集合所の確保に努める。（全町会） 

・池尻４丁目の一部が町会の区域内に入っており、町会員が混乱しないよう、町会だよ 

りを使って定期的に避難所について周知していく。（下代田東町会） 

・在宅避難者の孤立を防ぐ情報や食事・物資の配布、避難行動要支援者の避難を消防 

などと連携し救助体制を検討し訓練を行っていく。（下代田東町会） 

・避難ルートの周知を図るため、表示や案内の設置について継続して取り組む。（代沢２ 

丁目北町会） 

・町会の防災マップをリニューアルし、全戸配布する。（代沢２丁目北町会） 

・３者協定（北澤八幡神社・町会・区）を締結し、北澤八幡神社が区の予備避難所として 

位置づけられているので、避難者の受入れ態勢について充実を図るとともに、訓練等 

を行い、運営に支障がないようにしていきたい。（代沢中町会） 

・防犯パトロールの際に、地区の危険個所を洗い出し、住宅地図に落とし込む。さらに 

要配慮者の情報も盛り込んで非常時に使用できる防災マップを作成したい。（代沢中 

町会） 

・災害時に迅速に安否確認ができるよう、無事な人は玄関に「無事です」という掲示物 

（プレート）を貼れるよう検討する。（代沢中町会） 

・町会だより、掲示板などを利用して防災に関する情報を周知していく。（下代田西町 

会） 

・避難行動の際には、ラジオの情報は頼りになる。普段から馴染んでいるラジオの普及 

を啓発していきたい。（代沢五丁目町会） 

・災害で被害を受けた人が利用することができる各種助成制度をまとめたパンレットを 

作成し、戸別配布したい。（代沢五丁目町会） 

・防災マップを数年ごとにリニューアルして、町会全戸に配布する。（代沢五丁目町会・ 

代沢５丁目東町会） 
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